
会
議
は
仙
台
地
本
五
十
嵐
書

記
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
大
沼

委
員
長
の
挨
拶
後
、
国
労
本
部

田
中
副
委
員
長
よ
り
以
下
の
問

題
提
起
が
行
わ
れ
た
。

必
ず
や
り
き
る
決
意
を

1
、
組
織
拡
大
は
喫
緊
の
課
題

組
織
拡
大
が
言
わ
れ
て
久
し

い
が
、
年
30
～
40
人
の
拡
大
で

終
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
い
い

の
か
。

課
題
の
ひ
と
つ
は
「
国
労
の

火
」
を
消
し
て
い
い
の
か
と
い

う
こ
と
。
国
労
は
職
場
要
求
を

基
礎
に
、
全
て
の
労
働
者
の
労

働
条
件
の
底
上
げ
を
求
め
、
労

使
協
調
で
な
く
幹
部
請
負
で
も

な
く
、
社
会
党
・
総
評
つ
ぶ
し

な
ど
国
家
的
な
国
労
攻
撃
を
乗

り
越
え
て
き
た
。
こ
の
国
労
が

な
く
な
っ
て
も
良
い
の
か
と
い

う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
労
働

組
合
は
数
が
勝
負
。
少
数
派
に

甘
ん
じ
て
い
い
の
か
。
こ
の
課

題
の
克
服
に
向
け
共
に
奮
闘
し

た
い
。

2
、
闘
争
指
令
は
ス
ト
と
同
じ

扱
い

組
織
拡
大
全
国
統
一
行

動
の
展
開
を
指
令
し
た
の
は
本

気
で
取
り
組
む
本
部
の
決
意
の

表
れ
。
そ
の
た
め
に
①
全
機
関
・

全
組
合
員
が
参
加
す
る
②
組
織

強
化
と
拡
大
を
同
時
に
進
め
る

③
全
機
関
が
具
体
的
目
標
を
定

め
全
力
を
あ
げ
る
の
が
目
標
と

課
題
で
あ
る
。

3
、
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と

組
織
拡
大
経
験
交
流

集
会
は
6
回
を
重
ね
て
き
た
。

当
初
は
声
が
出
な
か
っ
た
が
、

今
は
活
発
な
発
言
と
開
催
範
囲

が
広
が
っ
て
い
る
。

①
全
組
合
員
が
参
加
し
よ
う

だ
が
、
現
実
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
「
一
部
」
の
職
場
・

機
関
・
組
合
員
・
活
動
家
」
で

あ
る
。
脱
却
し
全
組
合
員
が
参

加
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

②
諦
め
を
克
服
し
よ
う

「
今
更
な
ぁ
・
・
」
と
い
う

ア
キ
ラ
メ
感
。
曰
く
「
不
採
用

事
件
で
は
頑
張
っ
て
き
た
、
貢

献
し
て
き
た
、
も
う
数
年
で
退

職
だ
、
も
う
い
い
だ
ろ
う
」
と

い
う
意
見
。
多
く
の
活
動
家
の

皆
さ
ん
か
ら
聞
い
た
諦
め
の
言

葉
。
こ
れ
で
は
進
ま
な
い
。

③
差
別
感
を
払
拭
し
よ
う

国
労
に
入
れ
、
と
言
え
な
い

の
は
「
や
っ
ぱ
り
差
別
さ
れ
る

の
で
は
、
試
験
に
合
格
し
な
い
、

い
じ
め
ら
れ
る
の
で
は
」
と
、

考
え
躊
躇
し
て
い
る
か
ら
。
だ

が
そ
れ
は
優
し
さ
な
の
か
、
そ

れ
と
も
言
い
訳
な
の
か
。
せ
め

ぎ
合
っ
て
い
る
、
こ
れ
が
現
状
。

④
必
ず
や
り
き
る
決
意
を
持
つ

特
効
薬
は
な
い
。
困
難
は
つ

き
ま
と
う
。
そ
れ
を
乗
り
越
え

や
り
切
る
決
意
を
持
つ
か
持
た

な
い
か
。
国
労
に
入
れ
と
い
う

の
は
勇
気
と
決
意
が
い
る
。
拡

大
は
相
手
を
変
え
る
こ
と
、
職

場
を
変
え
る
こ
と
。
そ
の
た
め

に
は
自
ら
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

青
年
部
の
報
告
を
受
け

分
散
会
へ

続
い
て
「
青
年
部
の
現
状
と

課
題
」
と
し
て
、
本
部
赤
松
青

年
部
長
、
東
日
本
本
部
彦
田
青

年
部
長
、
長
野
地
本
新
津
青
年

部
長
、
長
野
地
本
東
北
信
支
部

坪
井
青
年
部
長
の
4
人
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
と
職
場
に
お

け
る
現
状
と
組
織
拡
大
に
向
け

た
課
題
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

報
告
を
受
け
た
後
、
参
加
者

は
6
つ
の
分
散
会
に
分
か
れ
、

①
職
場
や
他
労
組
の
動
向
②
国

労
加
入
を
決
意
さ
せ
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
は
③
分
会
と
し
て

の
取
り
組
み
を
作
れ
て
い
る
か
、

そ
う
で
な
い
場
合
は
ど
う
し
て

い
く
の
か
、
等
を
課
題
の
柱
と

し
て
討
論
を
行
な
っ
た
。

問
題
提
起
と
決
意
表
明

二
日
目
は
東
日
本
本
部
武
田

組
織
部
長
が
組
織
対
策
の
現
状

報
告
と
問
題
提
起
を
行
い
、
東

京
地
本
中
嶋
青
年
部
長
が
自
ら

の
国
労
加
入
の
経
緯
等
を
報
告

【
左
上
】
。

ま
た
各
分
散
会
の
座
長
よ
り

分
散
会
の
報
告
が
さ
れ
た
後
、

地
本
の
組
織
拡
大
職
場
報
告
と

し
て
、
郡
山
駅
連
合
佐
藤
分
会

長
と
加
入
し
た
白
川
稔
さ
ん
、

東
北
自
動
車
支
部
北
山
副
委
員

長
と
加
入
し
た
丸
山
紘
史
さ
ん

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
受
け
た

【
丸
山
さ
ん
と
白
川
さ
ん
の
報

告
は
右
に
要
旨
を
記
載
】
。

更
に
地
本
組
織
部
か
ら
提
起

と
各
支
部
か
ら
決
意
表
明
を
受

け
、
大
沼
地
本
委
員
長
の
団
結

頑
張
ろ
う
で
終
了
し
た
。
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1
・
6

活
動
家
交
流
集
会

1
・
12

東
日
本
本
部
オ
ル
グ

1
・
15

第
4
回
地
方
執
行
委
員
会

1
・
15

第
2
回
春
闘
事
務
局
会
議

1
・
17

地
本
各
支
部
調
査
部
長
会
議

1
・
19-

20

地
本
組
織
対
策
会
議

1
・
23

各
地
方
書
記
長
会
議
・
地
方

業
務
部
長
会
議

1
・
24

各
地
方
代
表
者
会
議

1
・
27

各
地
方
組
織
部
長
会
議

1
・
27

東
北
貨
物
協
議
会
役
員
会

1
・
28

地
本
運
転
協
議
会
学
習
会

2
・
2

安
プ
ロ
・
業
務
部
長
会
議

2
・
3

東
北
貨
物
協
議
会
役
員
会

2
・
4

第
5
回
地
方
執
行
委
員
会

2
・
7

エ
リ
ア
本
部
地
方
代
表
者
・

書
記
長
会
議

2
・
8

東
日
本
本
部
拡
大
委
員
会

地
方
本
部
は
1
月
19
日
～
20
日
の
両
日
、
松
島
町
に
お
い
て

「
組
織
強
化
・
拡
大
対
策
会
議
」
を
開
催
し
、
各
機
関
の
代
表

者
な
ど
50
人
が
参
加
し
た
。

 
会
議
で
は
、
東
日
本
エ
リ
ア
の
取
組
み
を
中
心
に
、
全
国
の

組
織
拡
大
の
経
験
や
取
組
み
を
全
体
で
学
習
・
交
流
。
今
後
の

組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
の
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

JRバス東北に入社し、七

北田営業所に昨年5月から
契約社員として勤務してい

ます。仙台市内は広範囲か
つ複雑で、運転事故や経路

間違いが多発しています。
会社は「事故原因究明委

員会」を開催しますが、内

容は当該乗務員を責めるだ
けです。

ある人から「尼崎脱線事
故以前の西日本会社と同じ

でないか」と言われ耳が痛
かったです。これでは事故

軽減や撲滅に繋がらないと

思いました。
昨年自分より後に入社し

た方が「しんどい」と3ヶ
月で退職してしまいました

が、安心して働き続けられ
る職場を築くことが必要で

あるし、そうした情報を発

信しながら組織拡大に繋げ
たいと考えています。

昨年11月に国労に加入し、

郡山駅で改札を担当してい
ます。以前勤務していた会

社は社長のワンマン経営。
残業代は勝手に削られ

「いやなら辞めろ」と上司
に言われたこともありまし

た。そんな経験から労働組

合の必要性は感じていまし
たが、JRに入社し配属先で

入った労働組合は自分のイ
メージとは違うものでした。

仕事をする中で、様々な
場面で国労の方から温かい

言葉をかけられ、また仕事

ぶりなど見て加入を決意し
ました。まだまだ自分の出

来ることは限られています
が、指導職に合格したので

来年はチャレンジサポーター
に指定するよう申し出るつ

もりです。自分の出来る範

囲で組織拡大に向けて取り
組んでいきたいと思います。

08
年
4
月
に
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
（
契

約
社
員
）
と
し
て
入
社
し
、
国
労
加
入
は

09
年
12
月
で
3
年
前
。
そ
の
ま
ま
社
会
人

登
用
試
験
に
合
格
し
入
社
し
た
。
高
校
の

臨
時
教
員
時
代
、
労
組
の
イ
メ
ー
ジ
は

「
大
変
だ
な
ぁ
」
と
い
う
感
じ
。
ス
タ
ッ

フ
入
社
時
も
他
労
組
の
先
輩
は
「
動
員
が

多
い
」
等
、
愚
痴
や
文
句
が
多
く
怖
い
感

じ
が
し
た
。
で
も
国
労
の
先
輩
は
仕
事
は

し
っ
か
り
、
飲
み
会
な
ど
で
も
楽
し
そ
う

な
集
ま
り
で
労
組
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
。

3
年
目
の
正
社
員
登
用
試
験
で
は
2
次

試
験
の
面
接
の
練
習
を
駅
長
等
に
働
き
か

け
て
も
ら
い
11
年
4
月
に
正
社
員
に
採
用

さ
れ
た
。
入
社
後
の
研
修
で
は
会
社
が

「
組
合
は
複
数
あ
り
、
加
入
す
る
し
な
い

は
自
由
で
す
」
と
い
う
の
を
聞
き
安
心
し
、

ま
た
差
別
は
し
な
く
な
っ
た
と
実
感
し
た
。

 
国
労
は
少
な
い
け
れ
ど
も
胸
を
張
っ
て

自
信
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
仕
事
が
で
き

る
環
境
が
好
き
だ
。

 
車
掌
に
な
っ
た
が
、
池
袋
運
輸
区
で
は

他
労
組
も
挨
拶
し
て
く
れ
る
。
同
期
の
仲

間
も
「
組
合
は
関
係
な
い
よ
」
と
話
し
て

く
れ
て
い
る
。
ど
う
新
し
い
仲
間
を
増
や

し
て
国
労
を
大
き
く
し
て
い
く
の
か
、
悩

み
も
あ
る
が
、
み
な
さ
ん
と
共
に
国
労
の

仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

東京地本中嶋青年部長



1
月
12
日
、
国
労
東
日
本
本

部
は
仙
台
地
方
本
部
へ
の
オ
ル

グ
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
昨
年

10
月
国
労
東
日
本
本
部
と
JR
東

日
本
が
締
結
し
た
労
働
条
件
に

関
す
る
協
約
の
締
結
に
つ
い
て

の
経
過
説
明
と
今
後
の
具
体
的

取
り
組
み
な
ど
の
周
知
の
た
め
、

東
日
本
本
部
が
各
地
方
本
部
に

対
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
。

来
仙
し
た
国
労
東
日
本
本
部

佐
藤
副
委
員
長
は
、
冒
頭
の
挨

拶
で
昨
年
末
の
衆
議
院
選
挙
の

結
果
に
触
れ
た
後
、
「
組
織
強

化
・
拡
大
は
他
労
組
と
の
違
い

を
明
確
に
示
す
取
り
組
み
が
必

要
。
組
合
員
が
有
利
に
な
る
よ

う
協
約
締
結
を
し
た
が
、
今
後

の
運
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
経
営
構
想
Ⅴ
は
『
駅

の
あ
り
方
』
『
グ
ル
ー
プ
会
社

と
一
体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の

更
な
る
推
進
』
の
深
度
化
を
図
っ

て
お
り
、
是
正
す
べ
き
も
の
は

是
正
さ
せ
る
運
動
が
必
要
。
主

任
・
主
務
職
の
組
合
員
も
お
り
、

社
員
の
意
見
と
し
て
上
に
あ
げ

る
こ
と
が
大
切
」
と
述
べ
た
。

佐
藤
副
委
員
長
は
、
①
労
働

協
約
に
つ
い
て
の
基
本
事
項
②

第
24
回
定
期
大
会
追
加
方
針
で

の
提
案
以
降
の
経
過
③
協
約
締

結
の
意
義
と
判
断
④
協
約
の
内

容
に
つ
い
て
の
説
明
⑤
今
後
の

具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
提

起
し
、
そ
の
後
質
疑
・
応
答
が

あ
っ
た
。

質
疑
要
旨

◆
締
結
の
執
行
委
員
会
判
断
は

大
会
決
定
に
基
づ
い
た
運
動
な

の
か
。

◆
「
駅
の
あ
り
方
」
そ
の
も
の

が
偽
装
請
負
。
異
常
時
と
称
し

何
で
も
や
ら
さ
れ
て
い
る
。

◆
駅
業
務
委
託
で
異
動
に
な
っ

た
が
、
面
談
で
受
け
入
れ
先
が

な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

◆
組
織
強
化
・
拡
大
に
は
組
合

員
の
士
気
を
高
め
る
こ
と
が
大

切
だ
が
、
今
回
の
協
約
締
結
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。

◆
大
会
で
は
9
地
本
の
総
意
と

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
執
行
委
員

会
判
断
に
な
っ
た
経
過
は
。

◆
協
約
に
は
「
転
勤
等
の
命
令

に
対
し
正
当
な
理
由
が
な
け
れ

ば
拒
め
な
い
」
と
あ
る
が
、
正

当
と
は
何
か
詰
め
て
い
る
か
。

ま
た
組
合
と
し
て
配
転
・
出
向

を
認
め
る
の
か
。

◆
協
約
締
結
で
闘
い
の
裾
野
を

広
げ
る
と
言
う
が
、
未
解
決
問

題
を
抱
え
、
ど
う
広
げ
る
の
か
。

◆
エ
リ
ア
本
部
が
入
っ
た
学
習

会
の
経
過
が
な
い
が
、
な
ぜ
声

明
に
入
っ
て
い
る
の
か
。

◆
2
年
の
経
過
と
い
う
が
、
震

災
も
あ
り
議
論
不
足
。
二
百
超

の
要
求
項
目
や
交
渉
5
回
で
締

結
に
は
な
ら
な
い
。

◆
設
備
メ
ン
テ
合
理
化
の
要
求

は
3
年
か
け
て
文
書
回
答
。
大

根
原
踏
切
事
故
で
の
懲
戒
解
雇

は
認
め
ら
れ
な
い
。
申
も
塩
漬

け
。
現
場
で
は
事
故
対
応
で
罵

声
な
ど
、
現
場
に
行
か
な
い
姿

勢
に
。

◆
グ
ル
ー
プ
会
社
の
労
働
条
件

改
善
は
喫
緊
の
課
題
と
し
な
が

ら
出
向
連
は
廃
止
と
な
り
要
求

集
約
は
職
協
に
な
っ
た
が
な
ぜ
。

◆
弁
護
士
や
上
部
機
関
か
ら
就

業
規
則
に
は
多
く
の
問
題
が
あ

る
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ

を
丸
呑
み
し
た
内
容
の
協
約
を

締
結
し
た
理
由
は
。

◆
大
会
で
は
な
く
執
行
委
員
会

で
の
判
断
は
納
得
が
い
か
な
い
。

答
弁
要
旨

◆
協
約
締
結
の
是
非
の
意
見
。

当
た
り
前
の
労
組
と
し
て
協
約

締
結
が
大
前
提
。
締
結
後
積
み

上
げ
を
や
っ
て
い
く
。

◆
執
行
委
員
会
判
断
は
2
年
間

の
議
論
の
経
過
も
あ
り
、
判
断

す
る
と
な
っ
た
も
の
。
大
会
で

の
判
断
は
様
々
な
意
見
が
あ
り

他
の
目
も
あ
る
と
判
断
。

国
労
東
日
本
本
部
は
2
月
8

日
、
仙
台
市
秋
保
に
お
い
て
第

30
回
東
日
本
本
部
拡
大
委
員
会

を
開
催
し
た
。

こ
の
委
員
会
で
は
、
昨
年
10

月
1
日
付
で
東
日
本
本
部
と
JR

東
日
本
会
社
が
締
結
し
た
「
労

働
条
件
に
関
す
る
協
約
」
と

「
一
旦
指
定
し
た
勤
務
及
び
休

日
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
協
定
」

の
承
認
が
議
題
と
し
て
上
程
さ

れ
て
お
り
、
当
面
す
る
闘
争
方

針
の
質
疑
と
合
わ
せ
て
、
参
加

し
た
委
員
か
ら
は
活
発
な
議
論

が
取
り
交
わ
さ
れ
た
。

議
事
で
は
、
協
約
・
協
定
の

締
結
承
認
に
つ
い
て
執
行
部
か

ら
提
案
（
JR
東
日
本
関
係
5
本
、

JR
貨
物
関
係
1
本
）
さ
れ
、
質

疑
に
立
っ
た
山
田
委
員
（
仙
台
）

は
「
JR
東
の
5
本
中
2
本
は
重

要
な
案
件
で
あ
り
、
当
面
す
る

闘
争
方
針
の
質
疑
を
経
た
後
に

承
認
行
為
を
行
う
よ
う
議
長
に

そ
の
取
り
計
ら
い
を
求
め
る
」

と
発
言
。

ま
た
藤
井
委
員
（
新
潟
）
は

「
大
会
で
は
反
対
意
見
も
多
く

あ
っ
た
。
機
関
会
議
で
十
分
議

論
す
る
と
集
約
さ
れ
た
の
に
執

行
委
員
会
判
断
は
納
得
が
い
か

な
い
」
と
発
言
し
、
議
長
団
は
、

質
疑
後
に
承
認
す
る
こ
と
を
了

承
し
た
。

協
約
締
結
を
巡
る
議
論
で
は
、

「
協
約
締
結
に
よ
り
他
労
組
と

並
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。
組
織
拡

大
の
要
件
だ
」
「
協
約
締
結
は

時
期
尚
早
、
慎
重
に
す
べ
き
で

あ
っ
た
」
「
協
約
の
平
和
条
項

は
闘
い
の
手
枷
足
枷
」
「
議
論

し
つ
く
さ
れ
て
い
な
い
。
大
会

で
の
議
論
が
活
か
さ
れ
て
お
ら

ず
、
手
続
き
上
も
問
題
。
法
律

違
反
の
疑
義
も
あ
り
破
棄
す
べ

き
」
等
意
見
が
別
れ
た
。

採
決
で
は
個
別
の
採
択
が
求

め
ら
れ
、
議
長
団
は
「
個
別
に

挙
手
に
よ
る
採
択
と
す
る
」
と

扱
い
を
指
示
し
た
。

挙
手
に
よ
る
採
択
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
共
に
委
員
18
人
中
、
賛

成
10
人
、
反
対
4
人
、
挙
手
せ

ず
4
人
の
結
果
と
な
り
、
提
案

さ
れ
た
協
約
・
協
定
は
全
て
承

認
さ
れ
た
。

ま
た
書
記
長
集
約
の
後
、
当

面
す
る
闘
争
方
針
に
つ
い
て
も

全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。

第２６４３号 国労せんだい ２０１３年２月１５日

団結 抵抗 統一

○
第
１
２
４
回
地
方
委
員
会

日
時

2
月
23
（
土
）
10
時
30
分
～

会
場

花
京
院
ス
ク
エ
ア
ー
15
Ｆ
会
議
室

○
国
労
東
北
総
決
起
集
会

日
時

3
月
5
日
（
火
）
12
時
～

会
場

仙
台
市
民
会
館
他

○
国
労
仙
台
総
行
動

日
時

3
月
9
日
（
土
）
11
時
30
分
～

会
場

仙
台
市
勾
当
台
公
園
他

お
詫
び

 
国
労
せ
ん
だ
い
２
６
４
２
号

で
福
島
県
支
部
小
桧
山
氏
の
役

職
名
は
正
し
く
は
支
部
執
行
委

員
で
す
。
ま
た
東
日
本
本
部
武

笠
氏
の
講
演
で
「
虚
空
の
多
数
」

は
「
虚
構
の
多
数
」
の
間
違
い

で
す
。
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

福
田
弁
護
士
講
演

12
月
1
日
、
地
方
本
部
は
仙

台
市
内
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
労
働
協
約
に
関
す
る
学

習
会
を
開
催
し
、
約
70
人
の
組

合
員
が
参
加
し
た
。

 
こ
れ
は
昨
年
10
月
、
東
日
本

本
部
は
労
働
条
件
に
関
す
る
労

働
協
約
を
締
結
し
た
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
、
地
本
内
の
組

合
員
か
ら
多
く
の
意
見
が
出
さ

れ
て
い
た
た
め
、
地
方
本
部
が

福
田
護
国
労
顧
問
弁
護
士
を
招

き
、
労
働
協
約
に
つ
い
て
の
学

習
会
を
開
催
し
た
も
の
。

 
福
田
弁
護
士
は
労
働
協
約
と

そ
の
効
力
、
労
働
基
本
権
の
一

般
論
を
述
べ
た
後
、
JR
の
労
使

関
係
に
お
け
る
位
置
付
け
や
組

織
拡
大
と
の
関
係
、
ま
た
業
務

委
託
・
外
注
化
に
お
け
る
労
使

関
係
と
労
働
協
約
の
関
係
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
講
演
を
行
な
い
、

最
後
に
「
正
規
・
非
正
規
も
含

め
た
労
働
三
権
と
労
働
協
約
の

あ
り
方
を
捉
え
直
し
て
位
置
付

け
を
し
、
皆
さ
ん
の
力
を
合
わ

せ
て
良
い
方
向
に
持
っ
て
行
き
、

そ
の
先
に
組
織
拡
大
を
目
指
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
結
ん
だ
。

【
講
演
内
容
に
つ
い
て
は
各
支

部
・
分
会
に
印
刷
物
が
配
布
さ

れ
て
い
ま
す
（
参
考
）
】

1
月
7
日
付

◆
一
般
異
動

☆
遊
佐

金
治
さ
ん

郡
山
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

↓

福
島
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

☆
佐
々
木

茂
さ
ん

仙
台
電
力
技
術
セ
ン
タ
ー

↓

仙
台
新
幹
線

保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
（
苦
）

☆
佐
藤

一
雄
さ
ん

会
津
川
口
駅
（
坂
下
）

↓

猪
苗
代
駅
（
苦
）

退
職
の
お
知
ら
せ

12
月
31
日
付

エ
ル
ダ
ー
退
職

紺
野

一
征
さ
ん

テ
ク
ノ
利
府

本
間

恒
雄
さ
ん

仙
建
仙
台

山
岸

秀
俊
さ
ん

Ｔ
Ｓ
Ｓ
古
川

1
月
31
日
付

退
職若

竹

敏
男
さ
ん

福
島
建
築

ビ
ル
テ
ィ
ッ
ク
郡
山

安
齋

則
之
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区

テ
ク
ノ
利
府

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た


